
次世代へしもつかれを繋ぐ
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平手万桜 鈴木愛菜 藤掛彩夏

写真：農林水産省「うちの郷土料理」



しもつかれとは
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栃木県を中心に伝わる郷土料理

鮭の頭、大根、にんじん
煎り大豆、酒粕などを煮込む

初午にお供えする行事食
食材を使い切る暮らしの知恵



１．背景：家庭で作る機会の減少
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「減っている」と回答した栃木県内の自治体：63.4％

出典：『シモツカレ調査報告書』p.33（自治体調査、全体N＝100）



小学生の食経験と家庭での調理
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家で作っている：208人（全体の約14.1％）
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栃木市15校の小学生調査：全体1,477人／左図の項目別回答数合計1,476人
出典：真田先生による調査（元資料の集計値）



２．目的：交流を通した食文化の継承
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短大で学んだしもつかれを
地域との交流を通して伝える

小学生が「知る」「作る」機会をつくる



３．活動計画
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1．伝え方と作り方を学ぶ
2．小学生向けの説明資料を作成する
3．小学校でしもつかれを紹介する
4．小学生との調理体験、移住者への紹介
5．全日本しもつかれコンテストへの参加を
目指す



４．現在の進捗
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これまで
外部講師から伝え方と作り方を学習
小学生向けの資料を作成し、発表を準備

これから
小学校での紹介と地域での調理体験



語り部から学んだ伝え方
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学んだこと
話す速度の工夫
オノマトペの活用

活動への生かし方
子どもが調理の様子を
思い浮かべられる説明



調理と商品開発からの学び
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学んだこと
しもつかれの材料と作り方

ビスコッティの商品開発の
苦労

活動への生かし方

基本の作り方を伝え、料理
に触れるきっかけを増やす



小学生向けの説明資料と発表準備
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作成した資料をもとに発表を準備
子どもに伝わる言葉と話し方を見直す



５．今後の活動：小学生との調理体験
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開催予定

10月25日
蔵の街楽習館

12月13日
蔵の街楽習館



地域への発信と今後の目標
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FMくらら857
12月～2月に
活動を紹介予定

11月7日
移住者向け講座

コンテスト参加
を目指す



次世代へしもつかれを繋ぐ
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学んだ作り方と伝え方を
地域での交流に生かす

知る・作る機会を次世代へ

ご清聴ありがとうございました
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